
詳細な情報は、（独）製品評価技術基盤機構のホームページをご覧ください。
（http://www.nite.go.jp/jiko/press/prs101027.html）

◆事故件数（平成17年度～21年度）

◇ 平成22年10月の重大製品事故公表情報（消費者庁） 〔単位：件　（　）内は長野県内での発生件数〕　

・扇風機 ・電気脱臭装置

・ＩＨ調理器 ・デスクトップパソコン

・暖房便座 ・ビデオデッキ

・液晶テレビ（ＤＶＤ一体型）

・携帯型音楽プレーヤー

・電気ストーブ（ハロゲンヒーター）

※ 詳細な情報は、消費者庁のホームページをご覧ください。
（http://www.caa.go.jp/safety/index.html）

【発 行】 長野県 企画部 消費生活室
電話：０２６－２２３－６７７０
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.pref.nagano.lg.jp/

kikaku/seikatsu/jyouhou/index.htm
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　ガス機器･石油機器以外の製品に関する製品起因が疑われる事故

石油給湯機

石油ふろがま
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　「石油ふろがま」、「まき兼用機器※」、「石油給湯機」による事故が平成17年度か
ら平成21年度の５年間に663件発生しました。このうち、死亡事故が10件、重傷事
故が６件、一室以上の火災が159件ありました。
　「石油ふろがま」と「まき兼用機器」は、空だきやたき口からの火の粉が原因での
事故といった、誤った使用や不注意による事故が多く発生し、「石油給湯機」では、
Ｏリング（パッキン）劣化による事故といった、経年劣化による事故が多く発生して
おり、これらの製品による事故は10月以降に増加しています。取扱いには十分注
意していただき、不具合がみられたり、長期に使用している場合はメーカーによる
点検を受けてください。社告・リコール中の製品による事故も発生していますので、
該当製品かどうかを確認してください。　　  ※まき兼用石油ふろがまなど、まきが使用できる機器

今月のトピックス

　使い捨てライター等の事故が多発していることから、「消費生活用製品安全法施行令の一部を改正する政
令」が閣議決定されました（平成２２年１２月２７日施行）。これにより、平成２３年９月２７日以降は安全対策を
施したことを示すＰＳＣマークのあるライター以外は販売できないこととなります。子どもの力では押せないよう
着火スイッチを重くしたり、ストッパー等の安全装置を組み込んだＣＲ（チャイルド・レジスタンス）機能付ライ
ターの販売はすでに進んでいますので、参考にしてください。
　また、不要なライターについてはガス抜きをして、自治体のルールに従って正しく廃棄しましょう。消費者庁
等関係省庁が連携して、ライターの適切な廃棄についてリーフレットを作成していますので、参考にしていた
だき、回収時の発火事故を防ぐためにもライターは正しく捨てましょう。

ライターは正しく捨てましょう！

石油ふろがまと石油給湯機は、「長期使用
製品安全点検制度」の対象製品です。購入
時に、所有者登録をしましょう。








